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実施・運営
方法

土地の減歩（減歩率：17.64％）

土地区画整理法に基づき、都市計画道路及び区画道路を配置・整備する。また、公園、
緑地及び調整池等も一体的に整備する。
平成22年度は、補償交渉が難航している補償相手と継続的に折衝を行った。また、造成
工事、道路維持工事等に係る現場の確認、設計、監理監督業務を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

区画整理区域内の土地権利者及び周辺住民のため、公共施設の整備改善及び宅地の
利用増進を図り、健全な市街地を整備する。
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総合計画
分野別計

画

予算区分 1 1

都市基盤

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

市街地整備

2

名称：

22‐4

土地区画整理法、尾張都市計画事業小牧小松寺区画整理事業計画

2 1

22‐3

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成２４年度～事業期間

事業番号
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担当係

事業類型

土地区画整理事業を推進する

小松寺区画整理事業特別会計

地域住民組織

12,33911,266 10,193
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判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

道路、公園等の公共施設と宅地整備を総合的に行う区画整理事業が事業途中で廃止・
休止となった場合、これまでに土地利用を制限してきたことや、その他不利益を地区内
権利者に与えることになるため損害賠償が想定される。また、都市計画法、土地区画整
理法に基づいて決定された、都市計画決定、仮換地指定、事業計画等の取消は、現実
的に困難である。よって、事業の早期完了を目指し、安全安心なまちづくりのため土地
区画整理事業を継続的に進めていく必要がある。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
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自
己
評
価

（
一
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)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

小松寺地区は、進捗状況が約94％に達しているが、補償交渉が難航し、事業完了に至
らない。引き続き粘り強い交渉を継続していくが、今後の状況に応じ事業期間の延伸も
視野に入れながら計画の見直しをする。

補償交渉が難航している補償相手と粘り強く交渉を続けながら、事業計画の見直し等も
視野に入れて検討を進める必要がある。

道路整備延長（単年）

建物補償件数（単年）

事業目的の
達成状況

平成22年度は、補償交渉が難航している補償相手と継続的に交渉を進めたが、建物移
転補償契約には至らなかった。
結果、事業計画上の道路整備延長14,465.5ｍに対して平成22年度末の道路整備率は、
前年度同様、13,567ｍで約94％。
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